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全ての教育部の方が学べます！

 

 

2024年7月11日（木）
15：00〜16：30

ZOOMによる同時配信を行います
https://md.kumamoto-u.ac.jp/course/view.php?id=119852

熊本大学黒髪北地区

全学教育棟4階 C401

The term "global society" has become a common phrase, 
and  we now l ive  in  an  age  where  cross-border  
interactions in politics, economy, and culture are part of 
our daily lives. What benefits does this global society offer 
us? And what must we do to adapt to it? As we seek 
answers to these questions, I will share my experiences 
from 40 years on the frontlines of global companies. And 
we will explore a global literacy, the resilience to achieve 
results by embracing new values, a global perspective 
that views the Earth as a single entity, and a mindset that 
challenges conventional thinking. Through my stories, I 
hope to convey these insights to all of you.

「グローバル社会」という言葉は、今や一般的に定着し、私
たちは政治・経済・文化など、さまざまなレベルで国境を
越えたやり取りが行われることが日常の時代に生きていま
す。 そんなグローバル社会は、私たちにとってどんなメリッ
トがあるのでしょうか。 そして、私たちはそんな社会に対
応するために何をしなければならないのでしょうか。 その
答えを探りながら、世界に通用するスキル、新しい価値観を
活かして結果を出すための“やり抜く力”、地球をまるごと
一つの単位として見るという“地球規模での視点”、そして
固定観念にとらわれずチャレンジするマインドなど、４０年
間のグローバル企業の最前線で挑んできた私の体験談を交
えながら、皆さまにお伝えしたいと思います。

講演概要

http://higoprogram.jp/en/20240711bs/
＊Remote Simultaneous English Interpretation available

https://higoprogram.jp

https://twitter.com/HIGO_SHIGO

渡辺 啓子
熊本大学　監事

WATANABE Keiko
Kumamoto University

グローバル社会を
生き抜くためのヒント
～挑戦、そしてチャンスはあなたの手に～
Keys for thriving in the Global Society
～ Challenges and Opportunities ～

Zoom meeting ID と Password は、Moodle から確認出来ます
“HIGO 企業・行政セミナー / HIGO Business and Governmental Seminar（2024 年度～）”

国立大学法人熊本大学 教育支援課 教務支援担当（大学院支援）
TEL: 096-342-2841　higo-program@jimu.kumamoto-u.ac.jp

問合せ

熊本大学所属の学生・教職員のみなさまはどなたでも参加できます！

国内外のリーダーの講演を通じ、幅広い知識、
リーダーの資質、キャリアパスなどを学ぶセミナーです。

＊スケジュールはこちら  https://higoprogram.jp/seminar_calendar/

※ 本セミナーは、講師の方の社会課題に対する意識や取組の実践例、キャリアパスを学ぶ機
会として実施しています。 講演で述べられた意見や情報は、講演者の所属する団体、法人、
企業等あるいは講演者ご自身の見解に基づくものであり、本学の立場や意見を反映するもの
ではなく、また、本学が特定の団体やその思想等を支持するものではありません。


